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空間コード
0x00fd098374628……

１．空間コードの意義

空間コードをキーにDBを検索するシステムを構築可能
→サービスに必要な情報を得ることができる

地図地図

配達
条件

配達
条件

住所住所 “〒100-8926 東京都千代田区霞が関2－1－2”

詳細詳細 “中央合同庁舎第２号館１１階東○号室”

“配達前に電話で要在室確認”

GLNGLN XXX-XXXXX-XXXXX

その他の属性その他の属性
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レイヤー1
場所コードを付与した物理的対象の定義情報

（例）地点（緯度・経度・標高)、土地区画、部屋、建物、地域 等

レイヤー3

コードを付与した場所が持つ社会的意味情報

（例）地番（登記簿情報）、
住所・住居表示、地物名称、郵便番号、等

コードが代表する空間の所有者・占有者が
対象空間に持たせたい意味、属性

（例）ビル名称、居住者名、GLN

コードが代表する空間の利用者が
対象空間に持たせたい意味、属性

（例）居住者・占有者の顧客番号

２．空間コードの新規性

サービス（つまり人）が必要とする意味、属性に応じた空間情報の管理が可能

レイヤー2

空間コード

コード発番時刻
属性登録時刻

検索

検索

検索

空間情報データベース

•レイヤー1と２は基本的なデータとして管理することが望まれる
•レイヤー3についてはサービスにより異なっており、利用に応じて管理されることが望ましい
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３．場所に関する従来のコード（郵便番号、ＧＬＮ等）との違い

空間コード 場所に関する従来のコード

発行 • 空間の利用者が必要に応じて自由に発行するこ
とが可能

• 空間の単位（粒度）、発行ルール、などが細かく定
められている

コードの

発行単位

• 必要に応じて、点から大空間まで、単位は自由に
設定できる

• 同じコード体系の中で点から大空間まで同じよう
に管理できる

• 空間の階層構造が同じコード体系の中で表現可
能

• 空間の大きさは目的に応じてだいたい揃えられて
いる

• 空間の大きさが変わるとコード体系が変わること
が多い

• 空間の階層構造を一つのコード体系で表現する
ことは難しい

管理 • インターネットのように、自律・協調・分散的に管
理することが可能

• マスター管理者は「どのコードを誰に渡したか」だ
けを管理する

• コード管理者は末端まで管理しなければならない
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４．他のコード体系との関係～物流を例に

さまざまな単位の空間に個別の空間コードが振られているが、
ユビキタス空間コードではこれらを共通の基盤に乗せることが可能となる

ユビキタス空間コード

海域・空域

国・自治区

地方行政区（都道府県・市町村）

郵便番号

町字コード

UNコード
（EDIに利用、おおよそ物流施設単位）

GLN
（Global Location Number：おおよそ事業所単位）

利用者レベルで発番される
場所コード
＜新しいレイヤーの追加＞

０

１

２

３

４

５

６

７

空間の階層（１～７は既存の体系がある） 絶対位置情報

緯度
経度
標高

紐付け

どんな大きさの
レベルの空間にも
同じ体系を用いて
コードが発行できる
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５．情報サービスプロバイダの要否

空間情報の利用者が直接コードの発行を求めるのでは事務が錯綜する懸念。
中間管理主体として、空間情報サービスプロバイダが必要ではないか。

1ad324…..
2ah2h56….
123456ab..
123e6a02…
ca36dh49…
13234597…
6662157….
ahf231555..

コードの一覧表
1ad324…..
2ah2h56….
123456ab..
123e6a02…

ca36dh49…
13234597…
6662157….

まとめて発行

まとめて発行

必要な場所に割当

コードのマスター管理者 中間管理主体＝空間情報サービスプロバイダ 利用される場所

中間管理主体A

中間管理主体B

コードのマスター管理者が「どの中間管理主体にどのコードを割り当てたか」を管理していれば、中間管理主体は複数存在してもよい

必要な場所に割当
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６．空間情報サービスプロバイダはビジネスとして成立するのか①

空間情報サービスプロバイダはインターネットにおけるISP（インターネット接続事業者）と
類似した役割を担うと想定される

（参照）インターネットにおけるIPアドレス発行・管理のヒエラルキー

出所）JPNIC

空間コードの発行・管理のヒエラルキー（イメージ）

ユビキタスIDセンター

空間情報
サービス

プロバイダA

空間情報
サービス

プロバイダB

他の用途で振られるuコード

空間コードとして束で
プロバイダに発番

他の用途コードとして束で発番

エンドユーザ エンドユーザ エンドユーザ

エンドユーザが必要な場所にコードを割当

役割としては同じものと考えられる

空間コードの割当、
コードの所在検索

空間コードが表現された
コードキャリア（RFID、二次元コード）

の物理的管理

空間属性DBの運用
（基礎的DB：P2のレイヤー1と２）

空間情報
サービスプロバイダ

の必須業務
（想定）

ISPはエンドユーザに対して

・接続環境の提供
・IPアドレスの割当

が基本業務と考えられる
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６．空間情報サービスプロバイダはビジネスとして成立するのか②

ISP（インターネット接続事業者）が接続サービスだけではビジネスにならなかったように、
空間情報サービスプロバイダもコード管理に加え、付加サービスを行う必要がある

空間コードの割当、
コードの所在検索

空間情報サービスプロバイダに
想定される必須の業務

空間コードが表現された
コードキャリア（RFID、二次元コード）

の物理的管理

空間属性DBの運用
（基礎的DB：P2のレイヤー1と２）

空間情報利用者が
本来管理すべき情報

空間属性DB運用
（P2のレイヤー３）

空間に紐付ける情報の
DB運用

（顧客DB 、道案内DBなど）

社会基盤として利用されるためには
低廉な対価で利用できることが必要
→コストがまかなえない可能性

したがって、本来は空間情報の利用者が
管理すべき情報をあわせて管理することで
サービス領域を拡大し、収益源とすることが
考えられる空間属性DB運用

（P2のレイヤー３）

空間に紐付ける情報の
DB運用

（顧客DB 、道案内DBなど）

空間情報を活用した
サービスシステムの開発、運用

（配送システム、道案内システムなど）
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